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2025年度もたくさんのあたたかなご寄付を
ありがとうございました。

2 0 2 5

台331
新規設置台数は331台。2025年度
末時点で全国に8,164台のチャリ
ティー自販機が設置されています。

数字でみる 年度

日本財団
チャリティー自販機

事業52
災害復興支援特別基金にて、令和7
年8・9月の大雨・台風等被害に関わ
る支援活動として52事業（約7,500
万円）を支援しました。

事業19
災害復興支援

億円約14
遺贈寄付・毎月寄付を含む個人の
皆様から、合計14億円のご寄付を
お預かりいたしました。

個人からの寄付

子どもサポート基金・子ども第三
の居場所基金・難病児支援基金・
夢の奨学金基金にて、子どもに係
る支援活動として19事業（約3.5
億円）を支援しました。

子ども支援

件1,265
全国の歯科医院より1,265件の
歯科撤去金属の提供をいただき
ました。

TOOTH FAIRY

億円約7
チャリティー自販機やTOOTH 
FAIRYを含む法人・団体の皆様か
ら、合計7億円のご寄付をお預かり
いたしました。

法人・団体からの寄付
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子ども第三の居場所 

難病の子どもとその家族の支援

日本財団夢の奨学金

日本財団よりそい奨学金

海洋プロジェクト基金

バリアフリー基金

災害復興支援特別基金

HEROs FUND

LOVE POCKET FUND

2025年度活動報告
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日本財団チャリティー自販機

TOOTH FAIRY

個人・法人からのご寄付

寄付金収支報告

ご寄付・ご支援のお願い

特集 寄付者の声
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子どもサポート
基金への

ご寄付はこちら

Pick UP!

　夏休み期間中の2025年7月末、子ども第三の居場所を利
用する子どもたちとその保護者計75名が、阪神タイガースの
イベント「Family with Tigers」にご招待いただきました。普
段はなかなか入ることのできないプロ野球の現場に足を踏
み入れ、間近で選手と交流する中で、子どもたちは目を輝か
せ、大きな刺激を受けていました。選手にサインをもらった
ユニフォームを身にまとい、スタジアムでファンと一体となっ
て応援した時間は、忘れられない特別な体験となりました。

　この体験は、その場の楽しさにとどまらず、子どもたち
の意識や行動にも変化をもたらしています。後日、保護
者の方からは「子どものソフトボールへの姿勢が明らか
に変わりました。『プロ野球選手のようになりたい』とい
う目標ができ、練習に取り組む姿が見違えるほど良くな
りました」といった声が寄せられました。このような様々
な体験の提供によって、子どもたちに新たな夢や挑戦す
る意欲をもたらしています。

子どもたちに、新たな夢と挑戦のきっかけを  -Family with Tigers-

  　野球の試合についてのこと、サインをもらった選手のこと、球場で食べたか
き氷の話など、それぞれがとても楽しんだ様子を聞くことができました。野球
に興味がある子はもちろんですが、興味を持っていない子どもも連れていくこ
とができたことが、素晴らしい経験の機会となったと感じています。前年度は、
全く野球に興味のなかった子どもが参加したのですが、その後少年野球チー
ムに入り、今ではレギュラーで4番として活躍していると聞いています。その子
どもの保護者の方は、「土日の練習のたびに、家族で少年野球の応援に行き、
とっても充実した日々を過ごしています。私たちにこんな未来が待っていると
は思いませんでした。野球観戦に連れて行ってもらったことが、全てのきっか
けになっています。本当に感謝でしかありません。」と話してくださっています。
　子どもたちの挑戦の機会や「やってみたいこと」を見つける機会、「誰かを応
援する喜び」を感じる機会に繋がっていると感じています。

特定非営利活動法人
ひと・まち・ジャンクション 
平野典子さん

支援現場の声

子ども第三の居場所

様々な困難に直面する子どもたちが、
安心して過ごせる居場所で「生き抜く力」を育むために
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災害時に命を守るために
-医療的ケア児向け災害学習キャンプ-

　医療的ケアが必要な子どもとその家族にとって、災害へ
の備えは命に直結する重要な課題です。日本財団への皆
様からのご寄付により、（一社）Orange Kids' Care Lab.
では、家族で防災を考える機会として「災害学習キャンプ」
を開催しました。キャンプでは、マニュアルの見直しや備蓄
品の確認、非常食の試食、電源確保などの実践を通じて、
実際の避難生活を想定した学びの場を提供しました。  
　参加者からは、「子どもの成長に合わせた備えの見直
しが必要だと気づいた」「家族全員で共有することの大
切さを実感した」といった声が寄せられました。また、交
流を通じて他の家庭の工夫を学び、防災を“自分ごと”
として捉えるきっかけにもなっています。  
　本取り組みは、防災を一度きりの準備ではなく、日常
の中で見直し続けるものに変え、家族の災害へ備える
力を育んでいます。

Pick UP!

    　  医療的ケア児や重症心身障害児などの要配慮者が、災害時に安心して
避難できる体制づくりについては、まだ課題が多くある状況です。現状で
は、避難所での受け入れ体制への不安や体調悪化の懸念から、避難所利
用をためらうケースが多くあります。  
　この度、皆様からいただいた寄付金を活用し、災害時に医療的ケア児
や重症心身障害児などの利用者受け入れを想定している難病児支援施
設に対し、災害対策の環境整備や防災イベントの実施に関する支援を行
いました。 
  　皆様の温かいご支援により、医療的ケアや障害の有無にかかわらず、誰
もが安全かつ安心して避難できる環境整備と、それを支える地域づくりが
広がっています。  

  公益事業部 子ども支援チーム
（左から）本田・村田・山下・吉野

担当者の声
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難病の子どもと
その家族の支援

難病の子どもと
その家族の社会的孤立を防ぐために

子どもサポート
基金への

ご寄付はこちら



Pick UP! 社会で生きる力を学ぶ  -ソーシャル・スキル・トレーニング-
　大阪府内の児童養護施設に入所したり、里親家庭の高
校生を対象としたソーシャル・スキル・トレーニング（SST）
に奨学生が参加し、その後奨学生同士の親睦を深める交
流会が開催されました。  
　SSTでは、講師の  アナウンサーから発声や敬語の使
い方、人前での伝え方など、社会で求められる実践的な
コミュニケーションを学び、「社会に出て必ず役立つ内
容だった」といった声が寄せられました。午後には  奨学
生が交流会企画委員として企画・運営した交流会を

開催しました。同じような経験をした人同士でしかでき
ない話をしたり、相談ができるような友人ができたと
いった声もあり、奨学生同士のつながりを深める機会
となりました。
　皆さまのご寄付により、奨学生が安心して学び、仲間
と出会い、社会に踏み出す力を育む機会が支えられて
います。こうした経験の積み重ねが、一人ひとりの未来
を切り拓いていきます。   

  　寄付者の皆様のご支援があったからこそ、アルバイトに時間を
割かれることなく、学業と国家試験対策に専念することができま
した。勉強に集中できる環境は決して当たり前のものではなく、皆
様の温かい善意によって支えられている尊い機会であると、日々
強く実感しておりました。「努力できる環境があること」そのもの
が、どれほど恵まれているか。国家試験に向けて本気で取り組む
中で、私はそれを何度も実感しました。

奨学生　Mさん

奨学生の声

05

日本財団夢の奨学金

社会的養護の経験のある若者の未来を諦めない、
その強い意思に応えるために

子どもサポート
基金への

ご寄付はこちら



　日本財団の「よりそい奨学金」は、保護者などが殺人や傷
害、交通事故などの被害に遭い、経済的に不安定となった
家庭の子どもたちを対象とした、返済不要の給付型奨学金
です。犯罪被害者の子どもたちは社会から孤立しがちで、
疎外感を抱えながら生活しているケースも少なくありませ
ん。本奨学金には、子どもたちが周囲とのつながりを取り戻
してほしいという願いが込められています。 
　「よりそい奨学金」は、周囲の大人ではなく、あくまで子ど
も本人の意思に基づいて給付されます。申請書には「学校
で学びたいこと」や「将来の夢・目標」を記入する欄があり、
本人の直筆で作成されます。学びたいという意欲を大切に
し、学業成績は問いません。また、他の奨学金制度との併用
も可能なので、様々な状況にある子どもたちが利用するこ
とができます。
　2017年の給付開始以降、延べ800人以上が利用し、
2025年には高校1年生から大学院生まで約300人が本奨
学金の支援を受けながら学びを続けています。  

    　昨年、奨学金を申請し決定されるまでの間に、先の見えない不
安が大きくなっていき、大学に通うのを諦めようかと思い始めたと
きに、奨学金の決定通知書を受け取りました。決定通知書を見た
ときは、大学に通うのも夢も諦めずに頑張れと言ってもらえた気
持ちになり、涙が止まりませんでした。無事に学費を支払うことが
でき、資格取得のための講座を受講することもできました。学校で
は先生に質問したり、同じ学部の友人達とも勉強することでいい
成績を収めることができました。奨学生　Aさん

奨学生の声

06

日本財団
よりそい奨学金

犯罪被害にあった子どもたちを
支えるために

子どもサポート
基金への

ご寄付はこちら



























ご寄付に関するご相談・お問い合わせ

税額控除や所得控除などの税制優遇の対象になります。
お預かりする寄付から、日本財団は間接経費をいただくことなく、

すべてを社会貢献活動に活用します。

お電話でのお問い合わせ

0120-533-236（通話無料）
9：00-17：00（月～金／土日祝日を除く）

メールでのお問い合わせ

kifu@ps.nippon-foundation.or.jp


